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 クサソテツ（コゴミ）栽培を新たに始めるためには大量の苗が必要である。しかし、ク

サソテツの苗は高価なため、自生地が近くにない場合には栽培に取り組みにくい状況にあ

る。そこで、低コストかつ簡便な大量苗生産技術を開発する。 

 

 

 

１．培養土を充填した水稲育苗箱に胞子 100 ㎎を散播し、ラップをかけ保湿状態を保ち、

蛍光灯とコンテナを組み合わせた簡易な装置を用い、24 時間日長下（2,500lux）で管

理すると 40 日程度で鉢上げに適した幅 2mm 以上の前葉体が得られる（図 1、2、3）。 

 

２．培養土を充填した 288 穴セルトレイに前葉体を 1 セル 3 個体ずつ移植し、再びラップ

をかけ、24 時間日長の蛍光灯下（2,500lux）で 3 週間程度管理する。その後ラップを

剥ぎ、霧吹き等で 1 日 2 回程度かん水を行いながら培養土と前葉体が乾かないように

管理すると移植後 40 日程度で胞子体苗が得られる（図 2、3）。 

 

３．胞子体発生後、1 日 2 回程度のかん水と併せて、1 週間に 1 回の割合で液肥を施用す

ると 2 ヵ月程度で定植可能な苗となる（図 2、3）。 

 

４．定植後は 75%遮光下で管理すると枯死率が低く生育も良い（図 2、4、5）。 

 

５．苗の 1 セル当たりの生産経費は養成期間 2 年間として 28 円程度である（表 1）。 

  

以上のことから、胞子から苗を低コストに大量生産できる。 

 

 

 

１．育苗は、納屋等の直接日光が当たらない場所で行う。 

２．胞子はメイクブラシ等を使って水稲育苗箱内に均一に散播する。 

３．育苗期間を通して培養土が乾燥しないようにする。特に前葉体発生 1 ヵ月後前後は受

精に水が必要なので前葉体も乾かないよう注意する。 

４．培養土は、市販されている肥料を含まないピートモス、バーミキュライト、鹿沼土等

が混合されたものを使用する。 

５．特許を取得している技術（特許第 6492374 号）のため、ご利用については農業研究セ

ンターへご相談ください。 
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［具体的データ］                      熊本県農林水産部 

図 1 装置模式図 

図 2 胞子散播から養成期間の管理作業 

図 3 3 月から 4 月の管理  図 4 4 月から 6 月の管理   図 5 7 月から収穫までの管理 

                        表 1 生産経費 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 遮光資材と胞子体の生育 

1年目 2年目 2年計
（円/株） （円/株） （円/株）

肥料費 0.8 0.8 1.6
動力光熱費 3.0 0.0 3.0
諸材料費 6.5 0.0 6.5
労働費 11.4 5.7 17.1

合計 21.6 6.5 28.1

経費

注1)諸材料費には水稲育苗箱、床土、ラップ、蛍光灯

　　　器具、蛍光灯、セルトレイ、遮光ネット、トンネル

　　　資材が含まれる。

注2)労働費は熊本県の最低賃金694円/hを用いて計

　　　算した。
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